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　現在、金融機関に求められている最も重要な課題の一つとして、リスク管理の適切な実践が挙げられます。
　信用金庫の経営においては、資産の健全性を確保するとともに、各種リスクの管理を行いつつ、適切な収益
を上げていくことが、強く求められていると認識しております。
　当金庫では、理事長を委員長とする「リスク管理統括委員会」を設置し、各種リスクを一元的に把握し、統合的
なリスク管理を行うことで、金庫の健全性の確保と収益性の向上を図っております。
　また、当金庫の資産・負債を総合的に管理するため「ＡＬＭ委員会」を設置し、資金調達・運用の最適化および
安定的な収益力の維持・向上に努めております。

▶コンプライアンス態勢強化への取組み

リスク管理態勢についての考え方 コンプライアンスについて

　コンプライアンスとは、法令をはじめ金庫内の諸規程さらには確立された社会規範にいたるまでのあらゆる
ルールを遵守することです。信用金庫は信用金庫法に基づき地域に根ざした金融業務を行っており、一般企業
にも増して公共性が高いとされ、より高いレベルのコンプライアンスが求められております。
　当金庫ではコンプライアンスを経営の最重要課題の一つとして位置づけ、その実現のための態勢整備に
努めております。組織として、本部総務部をコンプライアンス統括部署と位置づけ、法務委員会、コンプライ
アンス室、お客様相談室、顧問弁護士等の活用窓口等を設置しております。また、営業店においては部店長を
コンプライアンス責任者として遵守態勢を整えております。

　金庫独自の半田信用金庫行動綱領および経営理念を制定し、その中に込められた経営方針と創業の精神と
を役職員に認識させ、コンプライアンスの重要性を徹底しております。そして、当金庫の果たすべき公共的な
役割と社会的責任などを十分考慮した「コンプライアンス・マニュアル」を制定して全役職員に配布するとともに、
コンプライアンスを徹底させるための具体的な実践計画である「コンプライアンス・プログラム」に従い、役職員
の研修会・勉強会等を実施しております。
　また、顧客からのクレーム・トラブル・事故・訴訟については、案件が発生した都度報告させ、法務問題等の
案件は法務委員会に諮って問題の解決、改善等を協議し、適切な対応を図ることとしております。理事心得・
店長職務心得を制定し、併せて理事会規程・常務会規程・監事会規程・常勤役員会規程など関係規程の整備を
行っております。
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信用リスクとは、お取引先の財務状況の悪化等により、貸出金が回収不能となり、損失を被るリスクの
ことです。当金庫では、貸出資産の健全性を維持するため、業務推進部門と貸出審査部門を分離し、
厳格な審査態勢を取っています。また、内・外部研修やトレーニー制度を導入するなどして、貸出審査
能力の向上に努めています。

流動性リスクとは、予期せぬ資金の流失などにより、必要な資金が確保できなくなったり、著しく不利
な条件での取引を余儀なくされるリスクのことです。当金庫では、資金繰りの状況を適切に把握し、
余裕のある資金繰り態勢を整備しています。

市場関連リスクとは、金利や有価証券、為替などの価格が変動することにより、保有する資産の価値が
減少し、損失を被るリスクのことです。当金庫では、「市場リスク管理規程」を制定のうえ、経営体力や
管理能力等に見合ったリスク管理により適切な収益を確保することに努めています。

オペレーショナル・リスクとは、金融機関の内部管理態勢の不備や災害等の外部要因から生じる損失に
係るリスクのことです。当金庫では、事務リスクとシステムリスクについては特に重要と認識し、それ
ぞれのリスクを管理する委員会・部会を設置しています。

事務リスクとは、事務上のミスや不正行為により損失を被るリスクのことです。当金庫では、担当者に
よる事務指導のほか、定期的に「事務リスク改善委員会」を開催し、事務処理能力の向上や事務ミス
発生の未然防止に努めています。

システムリスクとは、コンピュータシステムの障害・誤作動や不正使用などにより損失を被るリスクの
ことです。当金庫では、システム障害時の対応規程を制定のうえ定期的に訓練を実施しています。
また、「システム部会」を開催し、システムリスクについて協議・検討しています。

法務リスク・人的リスク・風評リスクなどがあります。当金庫では、それぞれ担当部署を定め、適切な
対応に努めています。

反社会的勢力に対する基本方針

私ども半田信用金庫は、社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発展を妨げる反社会的勢力との関係を
遮断するため、以下のとおり「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、これを遵守します。

当金庫は、反社会的勢力との取引を含めた関係を遮断し、不当要求に対しては断固として拒絶します。

当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対し、職員の安全を確保しつつ組織として対応し、迅速な問題解決に
努めます。

当金庫は、反社会的勢力に対して資金提供、不適切・異例な取引および便宜供与は行いません。

当金庫は、反社会的勢力による不当要求に備えて、平素から警察、暴力追放運動推進センター、弁護士などの外部
専門機関と緊密な連携関係を構築します。

当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対しては、民事と刑事の両面から法的対抗措置を講じるなど、断固たる
態度で対応します。

❶
❷

❸
❹

❺

リスク管理態勢 コンプライアンス（法令等遵守）態勢
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コンプライアンスについて 当金庫における苦情処理措置・紛争解決措置等の概要

半田信用金庫　お客様相談室
通話料無料のフリーダイヤルで承っております。

　 0120-8040-19（フリーダイヤル）
受付時間　　平日　9：00　から　17：00
　　　　　　※土・日・祝日は受付しておりません。携帯電話・ＰＨＳからもご利用いただけます。

（１）現地調停
　 東京三弁護士会の調停人とそれ以外の弁護士会の調停人がテレビ会議システム等を用いて、共同して紛争の解決にあたります。
　 例えば、お客さまは、愛知県弁護士会の紛争解決センター等にお越しいただき、当該弁護士会の調停人とは面談で、東京三
　 弁護士会の調停人とはテレビ会議システム等を通じてお話いただくことにより、手続きを進めることができます。
（２）移管調停
　 当事者間の同意を得たうえで、東京以外の弁護士会に案件を移管します。
　 例えば、愛知県弁護士会の紛争解決センター等に案件を移管し、当該
　 弁護士会の紛争解決センター等で手続きを進めることができます。

　東京三弁護士会の仲裁センター等は、東京都以外の各地のお客さまにもご利用いただけます。その際には、次の（1）、（2）の
方法により、お客さまのアクセスに便利な東京以外の弁護士会の仲裁センター等を利用することもできます。
　なお、ご利用いただける弁護士会については、あらかじめ、東京三弁護士会、全国しんきん相談所または当金庫お客様相談室に
お尋ねいただくか、東京三弁護士会のホームページまたは当金庫ホームページ（https://www.hanshin-ca.co.jp/）をご覧ください。

住　　所
Ｔ Ｅ Ｌ
受付時間
受付媒体

：〒475-0887　愛知県半田市御幸町８番地
：０１２０-８０４０-１９
：９：００～１７：００（信用金庫営業日）
：電話、手紙、面談、電子メール（電子メールは当金庫ホームページ
  「ご意見コーナー」から終日受付します）

半田信用金庫　お客様相談室

住　　所
Ｔ Ｅ Ｌ
受 付 日
時 間
受付媒体

：〒１０３-００２８　東京都中央区八重洲１-３-７
：０３-３５１７-５８２５
：月～金（祝日、12月31日～1月3日を除く）
：９：００～１７：００
：電話、手紙、面談

全国しんきん相談所〈一般社団法人全国信用金庫協会〉

　当金庫は、お客さまからの相談・苦情・紛争等（以下「苦情等」という。）を営業店またはお客様相談室で受け
付けています。

当金庫は、お客さまの知識、経験、財産の状況および当該金融商品の販売に係る契約を締結する目的に照らして、
適正な情報の提供と商品説明をいたします。

金融商品の選択・ご購入は、お客さまご自身の判断によってお決めいただきます。その際、当金庫は、お客さまに
適正な判断をしていただくため、当該金融商品の重要事項について説明をいたします。

当金庫は、誠実・公正な勧誘を心掛け、お客さまに対し事実と異なる説明をしたり、誤解を招くことのないよう、研
修を通じて役職員の知識の向上に努めます。

当金庫は、お客さまにとって不都合な時間帯や迷惑な場所での勧誘は行いません。

金融商品の販売等に係る勧誘について、ご意見やお気づきの点がございましたら、窓口までお問い合わせください。

金融商品に係る勧誘方針

❶

❷

❸

❹
❺

　当金庫は、「金融サービスの提供に関する法律」に基づき、金融商品の販売等に際しては、下記の事項を遵守し、勧誘
の適正の確保を図ることとします。

コンプライアンス（法令等遵守）宣言

　半田信用金庫は、地域とのきずなを深め、地域の皆さまとともに歩む金融機関として、「会員・お客さま・取引関係者
の皆さまから、真に信頼され頼りにされる信用金庫」として役職員が高い倫理意識を持ち、公共的使命と社会的責任を
常に自覚し、「コンプライアンス（法令等遵守）態勢の強化」を経営の最重要課題の一つとして位置付けています。
　当金庫では「法務委員会」や「コンプライアンス室」などを設置するとともに、法令や法令等に基づく各種規程、社会
的規範等の遵守の重要性を定めた「コンプライアンス・マニュアル」を全役職員に配布し、役職員一人一人の高い倫理意
識の高揚と倫理行動の実践に努めています。
　私たちは、今後とも、良識ある信用金庫人としての資質向上に努め、公正で厳正な金庫経営・業務運営に徹する信用
金庫として邁進していくため、コンプライアンス態勢の充実・強化に誠心誠意取組んでいくことを宣言します。

平成28年6月21日
半田信用金庫

個人情報保護宣言（プライバシーポリシー）

　当金庫は、お客さまからの信頼を第一と考え、個人情報の適切な保護と利用を図るために、個人情報の保護に関する法律
（平成15年法律第57号）および金融分野における個人情報保護に関するガイドライン、その他の関係法令等を遵守する
とともに、その継続的な改善に努めます。
　また、個人情報の機密性・正確性の確保に努めます。

平成27年12月1日
半田信用金庫

　
※本プライバシーポリシーにおける「個人情報」とは、「住所・氏名・電話番号・生年月日」等、特定の個人を識別することが
　できる情報をいいます。

お問い合わせ先

❶
❷

❸

❹

❺

〒１００-００１３
東京都千代田区霞が関１-１-３ 
０３-３５８１-００３１
月～金（祝日、年末年始除く）
9:30～12:00、13:00～16:00

〒460-0001
愛知県名古屋市中区三の丸1-4-2
０52-203-1777
月～金（祝日、年末年始除く）
10:00～16:00

〒１００-００１３
東京都千代田区霞が関１-１-３ 
０３-３５９５-８５８８
月～金（祝日、年末年始除く）
10:00～12:00､13:00～16:00

〒１００-００１３
東京都千代田区霞が関１-１-３
０３-３５８１-２２４９
月～金（祝日、年末年始除く）
9:30～12:00､13:00～17:00

住 所

Ｔ Ｅ Ｌ
受付日
時　間

東京三弁護士会
東京弁護士会
紛争解決センター

第一東京弁護士会
仲裁センター

第二東京弁護士会
仲裁センター

愛知県弁護士会
紛争解決センター

名 称

苦情等のお申し出があった場合、その内容を十分に伺ったうえ、内部調査を行って事実関係の把握に努めます。
　
事実関係を把握したうえで、営業店、関係部署等とも連携を図り、迅速・公平にお申し出の解決に努めます。
　
苦情等のお申し出については記録・保存し、対応結果に
基づく改善措置を徹底のうえ、再発防止や未然防止に
努めます。
苦情等は営業店または次の担当部署へお申し出ください。
※お客さまの個人情報は苦情等の解決を図るため、またお客さまとの
　お取引を適切かつ円滑に行うために利用いたします。
　
当金庫のほかに、一般社団法人全国信用金庫協会が
運営する「全国しんきん相談所」をはじめとする他の
機関でも苦情等のお申し出を受け付けています。
詳しくは上記お客様相談室にご相談ください。

　
愛知県弁護士会紛争解決センター、または東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会（以下「東京三弁護士会」という）
が設置運営する仲裁センター等で紛争の解決を図ることも可能ですので、お客様相談室または上記全国しんきん相談所へ
お申し出ください。なお、各弁護士会に直接申し立てていただくことも可能です。


